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特集予算
審議 平成 30年度当初予算が審議可決されました

総
務
委
員
会

  

◆
議
案
第
１８
号

平
成
３０
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算

中
担
当
部
分

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

推
進
事
業
」

問  

今
後
の
事
業
の
進
め
方
は
？

答 

公
共
施
設
等
の
存
続
・
統
廃
合
な
ど

に
つ
い
て
、
庁
内
で
協
議
を
重
ね
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
持
っ
て
作
ら

れ
た
歴
史
の
あ
る
施
設
な
の
で
、
事
業

の
進
め
方
は
非
常
に
難
し
い
部
分
が
あ

る
。
大
規
模
修
繕
等
が
必
要
と
な
っ
た

施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
個
々
に
検
討
を
進
め
る
。

「
チ
ー
ム
岡
谷
に
よ
る

学
力
向
上
推
進
事
業
」

問 
県
か
ら
派
遣
い
た
だ
く
指
導
主
事
の

職
務
に
つ
い
て

答 

指
導
主
事
は
、
学
力
向
上
専
門
官
と

し
て
、
岡
谷
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
し
、

全
国
学
力
状
況
調
査
の
結
果
の
分
析
や

課
題
の
整
理
、
今
後
の
対
応
策
、
授
業

改
善
に
向
け
た
学
校
訪
問
や
助
言
指
導

の
ほ
か
、
教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

の
研
修
会
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
指

導
・
助
言
を
担
っ
て
い
た
だ
く
。

「
図
書
館 

は
つ
ら
つ

来
（
ら
い
）
ぶ
ら
り
」

問 

事
業
の
内
容
に
つ
い
て

答 

介
護
予
防
等
の
た
め
、
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
高
齢
者
に
、
図
書
館
へ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
事
業
で
あ
る
。

　

高
齢
者
の
目
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

大
活
字
本
６
０
０
冊
の
活
用
、
古
い
新

聞
や
貴
重
な
資
料
が
あ
る
地
下
書
庫
探

検
ツ
ア
ー
、
高
齢
者
が
興
味
の
あ
る
健

康
、
介
護
等
の
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
、

い
く
つ
か
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
新

し
い
事
業
を
展
開
す
る
。

「
公
債
費
（
市
債
）」

問 
高
金
利
の
部
分
の
借
り
換
え
や
償
還

の
対
応
は
？

答 

マ
イ
ナ
ス
金
利
が
続
く
中
で
、
国
の

借
り
入
れ
も
０
．
０
１
％
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
い
る
。
銀
行
も
低
金
利
を
推
移

し
て
お
り
、
借
り
換
え
と
な
る
と
そ
の

後
の
残
金
の
利
息
相
当
分
を
保
証
金
と

し
て
支
払
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
、

計
画
的
に
償
還
し
て
い
く
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
正
規
職
員
か
ら
非
正
規
職
員
へ
の
置

き
換
え
、
非
正
規
職
員
の
待
遇
も
改
善

さ
れ
ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
問
題
だ

ら
け
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
運
用
の
た

め
の
経
費
が
支
出
さ
れ
続
け
て
い
く
こ

と
、
長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に

よ
る
徴
税
は
、
納
税
者
に
対
し
て
強
制

的
な
徴
収
と
な
る
危
険
を
常
に
は
ら
ん

で
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
り
、
本
議
案

に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
第
４
次
岡
谷
市
総
合
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
、
基
本
目
標
の
達
成
、
事
業

の
集
大
成
に
全
力
で
取
り
組
む
た
め
に
、

目
標
を
も
っ
て
取
り
組
む
意
気
込
み
を

感
じ
る
。
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
市
税

収
入
も
減
少
傾
向
で
大
変
に
厳
し
い
状

況
で
あ
る
中
、
財
政
改
革
に
取
り
組
み

適
正
な
予
算
配
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
評
価
し
、
本
議
案
に
賛
成
を
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３０
年
２
月
２０
日（
火
）か
ら
３
月
１９
日（
月
）ま
で
の
２８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

報
告
案
件
３
件
、一
般
議
案
３０
件
、議
員
提
案
２
件
、計
３５
議
案
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

（
審
議
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
予
算
案
（
１１
議
案
）
は
、

３
常
任
委
員
会（
総
務
・
社
会
・
産
業
建
設
）に
付
託
さ
れ
、３
月
１２
日
・
１３
日
に
審
査
を

行
い
、３
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
、各
委
員
会
の
委
員
長
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
各
委
員
会
の
委
員
長
報
告
の
内
容
は
岡
谷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、３
常
任
委
員
会
で
の
主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

総務委員会【委員長】中島　保明　【副委員長】今井　康善　【委員】武井　富美男／早出　一真／今井　秀実／大塚　秀樹

平
成
３０
年 

第
１
回
定
例
会

図書館地下書庫の様子
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社会委員会【委員長】藤森　博文　【副委員長】遠藤　真弓【委員】笠原　征三郎／竹村　安弘／小松　壮／浜　幸平

社
会
委
員
会

  
◆
議
案
第
１８
号

平
成
３０
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算

中
担
当
部
分

「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

問 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て

答 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
や
所
得
証
明
等
が

取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
平
成
３１
年

３
月
１
日
の
運
用
開
始
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

暗
証
番
号
が
合
致
し
な
け
れ
ば
接
続
で

き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

交
付
機
内
の
記
録
は
そ
の
都
度
消
去
さ

れ
る
た
め
、
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
」

問 

予
約
が
取
れ
な
い
人
の
気
持
ち
に
ど

う
応
え
て
い
く
の
か
？

答 

現
在
は
借
り
上
げ
方
式
の
た
め
、
予

約
が
入
ら
な
い
場
合
も
委
託
料
を
支
払

う
必
要
が
あ
る
。
運
行
事
業
者
か
ら
は
、

運
転
手
の
確
保
が
厳
し
く
大
幅
な
増
車

対
応
は
難
し
い
と
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、

稼
働
率
を
検
証
し
な
が
ら
改
善
で
き
る

と
こ
ろ
は
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

「
新
西
堀
保
育
園
整
備
事
業
」

問 

設
計
委
託
料
の
内
容
は
？

答 

新
西
堀
保
育
園
整
備
事
業
に
伴
う

設
計
等
委
託
料
で
、
そ
の
内
訳
は
基
本

設
計
が
１
１
０
０
万
円
、
実
施
設
計
が

３
８
０
０
万
円
で
あ
る
。
建
設
工
事
等

全
体
の
整
備
費
は
、
概
算
で
あ
る
が

５
億
８
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
今

後
、
地
元
と
の
協
議
を
行
う
中
で
、
全

体
像
が
ま
と
ま
っ
て
く
れ
ば
お
示
し
し

て
ま
い
り
た
い
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
１０
％

程
度
の
皆
さ
ん
の
便
宜
を
図
る
た
め
に

多
額
の
予
算
を
投
入
し
て
い
る
。
ま
た
、

生
活
保
護
費
や
病
院
会
計
支
出
金
の
減

額
は
市
民
か
ら
見
て
も
不
安
を
感
じ
る

も
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
膨
ら
み
続
け
る
扶
助
費
を
抱
え
る
中
、

人
口
や
財
政
規
模
と
調
和
し
た
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
福
祉
、
介
護
施
策
を
進
め
て
い

こ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
予
算
で

あ
る
。「
み
ん
な
が
元
気
に
輝
く
た
く
ま

し
い
ま
ち
岡
谷
」
の
さ
ら
な
る
進
化
に
向

け
て
、
全
力
で
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

◆
議
案
第
24
号

平
成
３０
年
度
岡
谷
市
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
予
算

問 

保
険
料
増
額
の
理
由
と
影
響
は

答 

平
成
３０
年
度
は
２
年
１
度
の
保
険
料

率
の
改
定
年
で
あ
り
、
ま
た
、
国
が
特

例
で
上
乗
せ
を
し
て
き
た
軽
減
分
が
段

階
的
に
廃
止
さ
れ
て
き
て
い
る
た
め
、
平

成
３０
年
度
に
お
い
て
は
、
約
１
２
０
０
人

の
方
に
影
響
が
あ
る
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
７５
歳
以
上

の
方
を
年
齢
で
分
け
る
よ
う
な
差
別
的
な

制
度
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
反
対
し
て
き

た
の
で
、
本
予
算
に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
高
齢
化
が
進
む
の
は
必
然
で
あ
り
、

高
齢
者
医
療
費
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な

い
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
た
め
に
は
、
こ
の
制
度
は
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

◆
議
案
第
2８
号

平
成
３０
年
度
岡
谷
市
病
院
事
業
会
計 

予
算

  

本
会
議
か
ら
の
付
託
事
項

　
外
来
ブ
ロ
ッ
ク
委
託
化
の
是
非
に
つ

い
て
、
審
査
を
深
め
て
ほ
し
い
。

 

市
側
の
説
明  

外
来
ブ
ロ
ッ
ク
受
付
業

務
を
委
託
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

て
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
７
時
間
勤
務
の
受
付

職
員
が
常
駐
し
、
広
い
意
味
で
の
診
療

体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
る
。
こ
の
委
託

は
、
業
務
の
ス
リ
ム
化
や
効
率
化
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
手
厚

い
体
制
を
敷
く
も
の
で
あ
り
、
医
師
や

看
護
師
の
負
担
軽
減
や
待
ち
時
間
の
過

ご
し
方
の
改
善
、
ひ
い
て
は
外
来
診
療

の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

と
考
え
て
い
る
。

○
討
論

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
病
院
事
業
の
充
実
に
向
け
た
経
営
努

力
に
よ
り
、
平
成
３０
年
度
は
経
常
収
支

で
黒
字
を
計
上
し
て
い
る
。
収
益
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
岡
谷
市
民
病
院
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
医
師
確
保
等
を
目
指
し
な
が

ら
、
新
年
度
も
「
思
い
や
り
の
医
療
」

の
実
現
に
向
け
て
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

コンビニ交付機のイメージ
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産業建設委員会【委員長】渡辺　雅浩　【副委員長】今井　義信　【委員】笠原　順子／共田　武史／八木　敏郎／渡辺　太郎

「
立
地
適
正
化
計
画
策
定
事
業
」

問 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

答 

平
成
３０
年
度
は
、
人
口
推
計
な
ど
を

最
新
の
デ
ー
タ
に
組
み
替
え
、
時
点
修

正
を
行
な
う
。
今
後
素
案
の
策
定
を
進

め
、
住
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
行
い
、
最
終
的
に
、
都
市
計
画

審
議
会
へ
の
意
見
聴
取
を
行
い
計
画
案

の
策
定
と
な
る
。
平
成
３０
年
度
末
位
を

予
定
し
て
い
る
が
、
様
々
な
課
題
等
が

あ
る
た
め
、
策
定
時
期
に
つ
い
て
は
今

後
判
断
し
て
い
き
た
い
。

「
住
宅
防
災
・
減
災
事
業
」

問 
耐
震
改
修
補
助
金
の
変
更
は
？

答 
こ
れ
ま
で
、
耐
震
改
修
工
事
費
の
２

分
の
１
で
、
か
つ
、
上
限
額
が
６０
万
円

で
あ
る
が
、
大
規
模
地
震
発
生
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
さ
ら
に
、
住

宅
の
耐
震
改
修
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
国
で
は
平
成
３０
年
度
以
降
、

耐
震
改
修
に
関
し
て
積
極
的
に
取
り
組

む
市
町
村
に
は
、
耐
震
改
修
工
事
費
の

８
割
、
上
限
額
を
１
０
０
万
円
と
し
た

た
め
、
平
成
３０
年
度
か
ら
１
件
当
た
り

上
限
額
１
０
０
万
円
と
し
た
。

○
討
論

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
た
大
変
重
要
な
計
画
年
度
で
あ
り
、

将
来
の
あ
る
べ
き
岡
谷
市
の
姿
を
見
据

え
、
な
お
一
層
の
配
慮
、
ま
た
、
予
算

の
執
行
に
当
た
っ
て
は
効
率
的
、
効
果

的
な
予
算
執
行
を
要
望
す
る
。

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
推
進
や
生
活
道
路
の
計
画
的
修
繕
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
る
た
め
の

計
画
の
策
定
、
産
業
振
興
の
推
進
、
岡

谷
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に
さ
ら
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る
持
続
的
な
ま

ち
の
発
展
を
実
現
す
る
た
め
、
岡
谷
市

が
持
つ
特
色
あ
る
地
域
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
な
が
ら
、
各
種
事
業
を
積
極

的
に
展
開
し
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
も
的
確
に
対
応
し
て
、
誰
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

  

◆
議
案
第
26
号

平
成
３０
年
度
岡
谷
市
水
道
事
業
会
計
予
算

問 

水
道
料
金
値
上
げ
の
新
年
度
予
算
へ

の
反
映
は
？

答 

水
道
施
設
の
更
新
な
ど
の
た
め
、
必

要
な
財
源
と
し
て
水
道
料
金
改
定
を
行

な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
国
の
交
付
金
や

企
業
債
、
自
己
資
金
を
利
用
し
、
不
足

す
る
部
分
に
つ
い
て
水
道
料
金
を
充
て

整
備
を
実
施
す
る
。

　

平
成
３０
年
度
は
、
更
新
事
業
と
し
て
、

長
地
１
号
線
な
ど
の
管
網
整
備
、
出
早

水
源
な
ど
の
水
源
の
施
設
整
備
、
小
井

川
浄
水
場
の
機
械
装
置
設
備
の
更
新
、

ま
た
、
再
構
築
事
業
と
し
て
、
引
き
続

き
間
下
減
圧
槽
及
び
関
連
の
管
路
の
整

備
、
さ
ら
に
、
新
設
す
る
小
井
川
配
水

池
の
配
水
区
域
の
送
配
水
管
新
設
工
事

を
行
な
う
。

○
討
論

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
水
道
事
業
は
市
民
生
活
に
不
可
欠
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
人
口
減
少
が

進
展
し
、給
水
量
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
岡

谷
市
水
道
事
業
基
本
計
画
、
水
道
事
業

経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
施
設
の
更
新
や

耐
震
化
な
ど
の
改
良
事
業
を
始
め
、
水

質
管
理
や
施
設
の
維
持
管
理
に
適
切
に

取
り
組
み
、
健
全
な
経
営
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
で
安

心
な
水
の
安
定
的
な
供
給
に
引
き
続
き

努
力
を
要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

  
◆
議
案
第
１８
号

平
成
３０
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算

中
担
当
部
分

「
シ
ル
キ
ー
バ
ス
運
行
事
業
」

問 

車
両
更
新
が
中
古
バ
ス
の
理
由
は
？

答 

岡
谷
市
は
山
間
地
を
通
る
所
で
車
両

下
部
を
擦
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
等
が
対
応
で
き
な
い

こ
と
、
ま
た
、
車
高
の
高
い
バ
ス
が
製

造
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
中
古
バ
ス
を

活
用
し
て
い
る
。
今
後
、
人
口
密
度
の

変
化
な
ど
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
路

線
変
更
を
見
直
す
中
で
、
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
等
が
対
応
可
能
で
あ
れ
ば
、
購

入
も
考
え
て
い
き
た
い
。

「
I
ｏ
T
導
入
支
援
事
業
」

問 

I
ｏ
T
導
入
に
対
す
る
支
援
の
必
要

性
は
？

答 

昨
年
、
市
内
企
業
１
０
０
社
を
対

象
と
し
た
景
気
動
向
調
査
の
中
で
、
I

ｏ
T
に
興
味
が
あ
る
と
回
答
し
た
２９
社

を
訪
問
し
活
用
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
補
助
金
が
あ
れ
ば
活
用
し
I
ｏ
T

を
導
入
し
た
い
と
複
数
の
企
業
が
回
答

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
既
に
国
の
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
、
I
ｏ
T
を
導
入
し
て
い
る
企
業

も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
聞
き
取
り
等

を
行
い
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

産業建設委員の審査の様子
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新
年
度
予
算
以
外
の
主
な
議
案
の

審
議
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  
◆
議
案
第
８
号

岡
谷
市
情
報
公
開
条
例
及
び
岡
谷
市

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

本
会
議
で
の
提
案
説
明（
議
案
の
内
容
）

　
個
人
情
報
の
定
義
を
明
確
化
す
る
ほ

か
、
情
報
公
開
審
査
会
と
個
人
情
報
保

護
審
査
会
の
組
織
及
び
任
務
を
統
合
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

※
本
会
議
で
質
疑
の
後
、
総
務
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な
質
疑

及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
わ
り
個
人

情
報
の
中
身
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
に
つ

い
て　

答 

今
回
の
条
例
改
正
は
、
あ
く
ま
で
個

人
情
報
の
定
義
を
明
確
化
し
、
行
政
が

事
務
を
行
う
上
で
よ
り
適
正
に
個
人
情

報
を
扱
う
た
め
の
改
正
で
あ
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
用
事
務
の
範
囲
の
拡
大

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

問 

情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
の
相
反

す
る
審
査
会
の
統
合
の
問
題
に
つ
い
て

答 

と
も
に
市
が
所
有
す
る
個
人
情
報
を

保
護
し
、
適
切
な
取
り
扱
い
を
す
る
と

い
う
共
通
目
的
の
も
と
で
運
用
す
る
部

分
が
あ
る
の
で
、
決
し
て
相
反
す
る
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
各
諮
問
議
案
に

対
す
る
調
査
の
審
議
に
関
し
て
は
個
人

情
報
の
保
護
な
ど
、
両
制
度
に
つ
い
て

総
合
的
な
見
地
に
基
づ
き
判
断
す
る
も

の
な
の
で
問
題
は
な
い
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
総
務
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審
査

の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
議
員
よ

り
討
論
（
議
案
に
つ
い
て
賛
否
を
述
べ

る
）が
さ
れ
ま
し
た
。

○
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
本
条
例
は
、
行
政
が
保
有
す
る
個
人

情
報
を
加
工
し
て
民
間
に
提
供
し
て
い

く
流
れ
も
あ
る
改
正
で
あ
る
。
ま
た
、

両
審
査
委
員
会
を
一
本
化
し
、
審
査
委

員
も
５
人
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
問

題
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
は

反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
本
条
例
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
保
護

に
寄
与
す
る
も
の
で
、
制
度
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
の
改
正
で
あ
る
。
ま
た
、
審
査

会
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
両
制
度
か
ら
総

合
的
な
判
断
が
可
能
と
な
る
も
の
で
、
理

解
で
き
る
内
容
で
あ
る
。
個
人
情
報
保
護

に
対
し
厳
格
な
管
理
が
さ
れ
る
こ
と
を
要

望
し
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

※
本
議
案
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
各
議
員
の

採
決
態
度
は
６
ペ
ー
ジ
）

  

◆
議
案
第
１１
号

岡
谷
市
国
民
健
康
保
険
事
業
基
金

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

本
会
議
で
の
提
案
説
明（
議
案
の
内
容
）

　
平
成
30
年
度
か
ら
長
野
県
が
国
保
事

業
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
る
こ

と
に
伴
い
、
国
保
の
税
率
等
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

※
本
会
議
で
質
疑
の
後
、
社
会
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

社
会
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な
質
疑

及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

国
保
の
税
率
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ

と
は
、加
入
者
の
生
活
実
態
か
ら
ど
う
か
。

答 

今
後
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
医
療
保
険
制
度
の
堅
持
の
た
め
、
国

保
財
政
運
営
の
安
定
に
一
定
の
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
福
祉
の

関
係
部
署
等
と
も
連
携
を
密
に
し
て
、

生
活
実
態
の
把
握
に
努
め
、
よ
り
一
層

個
々
の
事
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

対
応
に
心
が
け
て
ま
い
り
た
い
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
、

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
社
会
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審
査

の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
議
員
よ

り
討
論
（
議
案
に
つ
い
て
賛
否
を
述
べ

る
）が
さ
れ
ま
し
た
。

○
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
国
保
の
都
道
府
県
化
に
伴
い
国
保
税

の
平
均
２
．
３
８
％
の
引
き
上
げ
は
、

ど
の
階
層
も
重
税
状
況
は
限
界
を
超
え

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
激
変
緩
和
措

置
が
徐
々
に
圧
縮
さ
れ
、
法
定
外
の
繰

入
れ
を
今
後
し
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

毎
年
の
引
き
上
げ
は
避
け
ら
れ
ず
、
加

入
者
の
健
康
と
命
を
守
っ
て
い
く
こ
と

は
到
底
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
本
議
案

に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
国
保
の
都
道
府
県
化
に
よ
り
、
被
保

険
者
の
保
険
税
負
担
の
軽
減
や
構
造
的

課
題
の
解
消
等
を
期
待
し
て
い
た
が
、

保
険
税
が
引
き
上
げ
と
な
り
期
待
感
は

薄
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成

２９
年
度
決
算
に
お
い
て
、
実
質
収
支
に

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
法
定

外
の
繰
入
れ
に
よ
り
、
負
担
軽
減
を
図

ろ
う
と
す
る
施
策
に
は
一
定
の
評
価
が

で
き
、
こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
今
回
の
改
正
は
や
む
を
得
な

い
も
の
と
考
え
る
。
将
来
に
わ
た
り
安

定
的
で
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、

国
や
県
の
さ
ら
な
る
支
援
を
強
く
要
望

し
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

※
本
議
案
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
各
議
員

の
採
決
態
度
は
６
ペ
ー
ジ
）
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各議員の議案賛否一覧表
《賛否が分かれた議案等》

議案
番号 件　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

武
井
富
美
男

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

共
田
　
武
史

今
井
　
康
善

竹
村
　
安
弘

小
松
　
　
壮

大
塚
　
秀
樹

八
木
　
敏
郎

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

議案第８号 岡谷市情報公開条例及び岡谷市個人情報保護条例の一部を改正する条例 総務 原案
可決

議
長○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号 岡谷市国民健康保険事業基金条例等の一部を改正する条例 社会 原案
可決

議
長○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 平成30年度岡谷市一般会計予算 3常任 原案
可決

議
長○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 平成30年度岡谷市国民健康保険事業特別会計予算 社会 原案
可決

議
長○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 平成30年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計予算 社会 原案
可決

議
長○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 平成30年度岡谷市水道事業会計予算 産業
建設

原案
可決

議
長○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対

《全会一致により可決等された議案等》
議案番号 件　　　名 議案番号 件　　　名

報告第1号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度岡谷市一般会計
補正予算（第10号）） 議案第15号 岡谷市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

報告第2号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第16号 岡谷市都市公園条例の一部を改正する条例

報告第3号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度岡谷市一般会計
補正予算（第11号）） 議案第17号 岡谷市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

議案第1号 岡谷市教育委員会委員の選任について 議案第20号 平成30年度岡谷市地域開発事業特別会計予算

議案第2号 岡谷市等公平委員会委員の選任について 議案第21号 平成30年度岡谷市分収造林事業特別会計予算

議案第3号 岡谷市総合計画の策定に関する条例 議案第22号 平成30年度岡谷市霊園事業特別会計予算

議案第4号 平成29年度岡谷市一般会計補正予算（第12号） 議案第23号 平成30年度岡谷市温泉事業特別会計予算

議案第5号 平成29年度岡谷市国民健康保険事業特別会計補正予算(第1号） 議案第25号 平成30年度岡谷市湊財産区一般会計予算

議案第6号 平成29年度岡谷市下水道事業会計補正予算（第1号） 議案第27号 平成30年度岡谷市下水道事業会計予算

議案第7号 平成29年度岡谷市病院事業会計補正予算（第4号） 議案第28号 平成30年度岡谷市病院事業会計予算

議案第9号 岡谷市特別職の職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 議案第29号 平成29年度岡谷市一般会計補正予算（第13号）

議案第10号 岡谷市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例 議案第30号 国民健康保険制度への財政支援の更なる拡充を求める意見書

議案第12号 岡谷市手数料条例の一部を改正する条例 議員の辞職について

議案第13号 岡谷市保育所条例の一部を改正する条例 議案第31号 岡谷市監査委員の選任について

議案第14号 岡谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

◆議案第30号　国民健康保険制度への財政支援の更なる拡充を求める意見書
【意見書の内容】
　平成30年４月より都道府県が国保の財政運営の主体となることに伴い、長野県が試算した平成30年度の一人当
たりの年間保険料の県平均は、平成28年度との比較で1,094円の負担増となり、加入者の税負担の軽減や構造的
課題の解消には程遠い。さらに、国において国保の財政基盤を強化するための交付金3,400億円は、国民の社会保
障制度を堅持すべき国の支援としては不十分で、国の更なる財政措置が必要である。国保制度を将来にわたり安
定的で持続可能な制度とするため、国保財政の支援について一層の拡充を図ることを要望する。
　※本議案については、意見書を関係行政庁等へ提出しました。

◆議案第31号　岡谷市監査委員の選任について
　竹村安弘監査委員の辞職により、３月20日付で小松壮議員が新監査委員に選任されました。

監査委員就任にあたり　　小松　壮監査委員
　大変に重要な職務であり、責任の重さに身の引き締まる思いであります。市民の皆様の税金が、市の事業と

して効率的かつ効果的に使用され、市民の皆様のためにしっかりと活用されているのか、これまでの経験を活

かしながら、私なりの目線と思いにより職責を果たし、岡谷市の一層の発展に寄与してまいる所存であります。
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平成29年度　行政視察受け入れ状況
岡谷市の様々な取り組みが注目され、全国の議会から行政視察を受け入れています。

■岸和田市議会（大阪府）…	公金支払いのクレジット納付について
■三鷹市議会（東京都）……	ものづくりサポーター制度及び
	 テクノプラザおかやについて
■八幡市議会（京都府）……	放課後子どもの居場所づくり推進事業について
■長与町議会（長崎県）……	子育て支援の取り組みについて
■館山市議会（千葉県）……	神明小学校の耐震・大規模改修事例について
■臼杵市議会（大分県）……	体力アッププログラム事業の取り組みについて

■加茂市議会（新潟県）……	議会運営全般について
■宮代町議会（埼玉県）……	防災行政の取り組みについて
■みどり市議会（群馬県）…	議会運営について
■姫路市議会（兵庫県）……	蚕糸博物館について
■豊岡市議会（兵庫県）……	空き家対策事業について
■茅野市議会（長野県）……	議会基本条例について

議会に対する理解が深まることを願って、議会用語を解説します。

・質疑（しつぎ）・質問（しつもん）……　議会では質疑と質問を分けて定義しています。質疑とは、すでに議題になってい
る議案などについて、討論、表決の前に疑問点をただすことで、質疑の中では自分の意見を主張したりすることができな
いこととされています。一方質問では、議案とは関係なく市政全般について執行状況や方針等の説明を求めていくものと
なっています。

一口
メモ

行政についての要
望や

意見を文書で議会
に

出すことができま
す

議会を傍聴しませんか

　傍聴をご希望の方は
、市役所9階の傍聴者

入口前の机の上に用意
されている傍聴人受付

用紙に「氏名・住所・年齢
」をご記入いただき議

場内にお入りください。
　耳の不自由な方には

、集音器の貸し出しを

行っています。希望され
る方は、市役所7階の議

会事務局へお立ち寄り
ください。入退室は、会

議中でも自由にできます
。

議会をシルキーチャンネルで見ましょう　一般質問をシルキーチャンネルで生中継しておりますのでご覧ください。　また、本会議の会議録は、図書館、市役所１階情報コーナー、市ホームページ、議会事務局で見ることができます。

行政に対する市
民の要望や意

見を直接反映させ
るための方法と

して、誰でも請願
書や陳情書を議

会に提出するこ
とができます。提

出方法など、詳し
くは議会事務局

にお問い合わせく
ださい。

〜ぎかいタウンミーティング〜
　岡谷市議会では、市民の皆さんに議会の活動状況をお知らせするとともに、ご意見やご提言を
直接お聞きし、議会審議や議会運営に活かしていくため、下記の日程で意見交換会を開催します。
　今回は２回の開催を予定しておりますので、ご近所お誘いのうえ、お気軽にご参加ください。

（事前の申し込みは不要です）

第
１
回
目

 ～高齢者から子育て世帯まで 
 　　住みよいまちを考える～ 

■日 時：平成30年5月8日（火）午前10時～正午
■場 所：諏訪湖ハイツ3階コンベンションホール
■内 容：議会の活動報告／意見交換
●意見交換会…希望するテーマごとに分かれて意見交

換を行います。
①市民総参加のまちづくりについて
②高齢者福祉について
③「交通」「買物」「公園」について

第
２
回
目

 ～市民とのフリーディスカッション～ 

■日 時：平成30年5月17日（木）午後７時～９時
■場 所：岡谷市役所９階大会議室
■内 容：議会の活動報告／意見交換

●意見交換会…テーマは設定しませんので、グルー
プに分かれて、地域の課題、議会へのご意見・ご
要望等をお聞かせください。

を開催します。
岡谷市議会　議会報告会

みなさんの声をお聞かせください！



市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると処罰
されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。市民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

＜寄附行為に該当する事例＞
・お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。
・個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。
・未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止

・政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は「受け取らない」

再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す。

■
印
刷：株

式
会
社
美
謄
堂

穴
あ
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

ピ ッ ク ア ッ プ レ ポ ー ト

第
11号

発
行

日
：

2018年（
平

成
30年

）
4月

25日
発

行
　

発
行

：
岡

谷
市

議
会

　
編

集
：

議
会

広
報

広
聴

委
員

会
〒

394－
8510 長

野
県

岡
谷

市
幸

町
8－

1 ☎
 0266－

23－
4811（

議
会

事
務

局
　

内
線

:1711）　
U

RL http://w
w

w
.city.okaya.lg.jp/site/gikai/

　

お
か
や
市
議
会
だ
よ
り
「
第
11
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
号
は
、
当
初
予
算
議
案
等
の
審

議
内
容
を
特
集
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
年
４
回

開
催
さ
れ
る
議
会
の
内
容
や
委
員
会

活
動
等
を
わ
か
り
や
す
い
紙
面
で
、

市
民
の
皆
様
に
手
に
と
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
編
集
会
議
で
は

活
発
な
議
論
を
交
し
て
お
り
ま
す

が
、
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
表
紙
や
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
レ
ポ
ー
ト
の
写
真
に
は
毎

号
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
と
改
善
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
意

見
や
ご
感
想
な
ど
を
い
た
だ
け
る
と

励
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
編
集
委
員
一
同
）

■
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　

●
委
員
長
／
共
田　

武
史

　

●
副
委
員
長
／
今
井　

義
信

　

●
委　
　

員
／
渡
辺　

雅
浩

	

　
　
　

藤
森　

博
文

	

　
　
　

遠
藤　

真
弓

	

　
　
　

今
井　

康
善

	

　
　
　

大
塚　

秀
樹

■
編
集
後
記

委員会活動報告

総務委員会

社会委員会

●岡谷市消防団との懇談会を開催（2月）
　消防団の抱えている課題、悩み、要望等を、就任してほぼ1年が経過し
た各分団長からお聞きする機会を設けました。団員確保、活動服そして女
性団員の福利厚生（トイレ、更衣室等）などについては多くのご意見を頂き、
現場の切実な思いを感じました。岡谷の安心・安全を守る中心的な役割を
担っている消防団全体の発展に引き続き取り組んでまいります。

●岡谷市社会福祉協議会との懇談会を開催（３月）
　地域福祉活動の課題は、会費収入の減少を通して見えてきた“地域の
つながりの希薄化（価値観の多様化）”への対応、役員の後継者確保や福
祉人材の育成・確保といった厳しい現実にどう向き合うかという点であ
りました。また、おかや総合福祉センターの運営は、利用サービス向上
の様々な工夫・ご努力に感銘を受けました。
　社会委員会に対しては、区加入促進や行政視察結果を行政に活かして
ほしいとの要望をいただきました。今回出されたご意見は行政へ報告し、
今後の議員活動にも活かしてまいります。（同日には夏明保育園と若草
保育園の現地視察も実施しました。）

●岡谷商工会議所との懇談会を開催（２月）
　２月５日に、岡谷商工会議所の会頭・副会頭など５人の役員の皆さんと懇談
を行いました。懇談会では、市内企業の有効求人倍率が高く、人手不足が続い
ていることなどの説明をいただくほか、岡谷労務対策協議会作成の「わたしたち
の街おかや 岡谷お仕事発見ブック」や、女子高校生４人による市内の「まちなか
マップ ＪＫ編第一弾」の紹介もあり、これからの岡谷市の商工業について活発な
意見交換ができました。

消防団との懇談会

産業建設委員会

委員会活動報告

ご意見・ご要望
　市議会だよりについて、ご
意見・ご要望をお受けしてい
ますので、下記までお寄せく
ださい。
［連絡先］
岡谷市議会事務局
TEL 23－4811（内線 1711）
FAX 22－6213

社会福祉協議会との懇談会


